
高等学校学習展開例
発信する・行動する

　ヘイトスピーチ解消法の基本理念を確認し、
不当な差別的言動のない社会の実現に向け、
どのような行動ができるかグループで議論す
る。

体系化における位置付け

１　本時のねらい

　ヘイトスピーチ解消法をふまえて、 排除や差別を解消するために自分にできることを他者と協力し

ながら具体的に考えられるようにする。

２　展開例

校種/教科等 高等学校　特別活動

対象学年 ―

人権教育を通じて育てたい資質・能力の分類

技能的側面　③人間関係調整力・問題解決力

学習活動 ・ 内容 教師の支援及び指導上の留意点 配時

１　「ありのままでいられる社会」 について考え

る。

○　高校生用学習資料 「『ありのままの私』 で

いられる社会をつくりたい」 の表紙を読み、

「ありのままの私ってなんだろう」 などと問

い、 めあてにつなげる。

※　すでに活用している場合については、 学習

を振り返る。 ここでは、 ありのままの私で生

きようとしても、 それを妨げる社会のしくみ

や考え方があることに気付かせる程度に留

め、 時間をとりすぎないように留意する。
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２　実際に起きた具体的な事例から当事者の思

いを知る。

・ 特定の民族や国籍の人々を排斥する不適切

な言動があること

・ ヘイトスピーチは、 多数の人々の立場で、

少数の立場の人々にむけられた言動である

こと

・ 侮辱、 名誉棄損、 生命の危険を感じさせる

ような言動は、 表現の自由とは言えないこ

と

〇　資料を読み上げる際に、 生徒にヘイトスピ

ーチを聞いたことがあるかなどと問い、 小学

校や中学校での学びを想起させる。 ★１　

※　事例について気になる部分に線を引かせ

る。

〇　線を引いた部分について、 どうして気にな

ったのか発言を促し、 ヘイトスピーチは、 受

けた人を傷つけるのはもちろん、 「地域社会

に深刻な亀裂を生じさせている （解消法前

文）」 ことを確認する。

　【発言させたい箇所】

・ 頭が真っ白になり、 息ができなくなった。

→　はたして当事者が反論できるのか。

・ 世界中が敵になってしまったような気がし

た。

→　なぜ、 「世界中の人が」 と感じたのか。

・ これが普通になってしまったのだろうか。

・ 今でも、 あのときのことを思い出す。

→　この時点では、 詳しく取り上げず、 あと

の学習活動 ４で考えることに触れる。

※　授業の場には、 多様なルーツをもつ生徒や

国籍やルーツに限らず様々な個別の人権課題

を抱える生徒がいることに十分留意する。
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　めあて　誰もがありのままで生きられる社会に向けて大切なことは何か考えよう。

　A さんは、 街に遊びに行ったときに、 ヘイト
スピーチに出会いました。 たくさんの人たちが
「ここは日本だ。 〇〇人は出て行け！」 とマイク
で叫びながら歩いていました。
　A さんは頭が真っ白になり、 息ができなくな
りました。 でも、 平気なふりをしていないと、
ここに韓国人がいると気付かれてしまうかもし
れない、 と思い、 できるかぎり平静を装って
近くの店に入りました。 世界中が敵になってし
まったような気がしました。 周りで、 平気な顔
して見ていた人たちも、 賛成しているんだろう
か。 これが普通になってしまったんだろうか。
今でも、 あのときのことを思い出します。
（この資料は、 福岡県の高校を卒業した生徒の実際のエピソードを

もとに、 調査研究委員会で作成したものです）

　私たちは誰もが 「ありのま
まの私」 で生きられる権利を
もっています。・ ・ ・
　「ありのままの私」 で生きよ
うとしても、 私たちのまわり
には、 それを妨げる社会のし
くみや考え方がまだあります。
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３　　ヘイトスピーチ解消法について確認する。

　（第２条　定義）

　①　危害を加えるという意味の発言をすること

　②　侮辱すること

　③　排除することを煽 （あお） ること

　（第３条　基本理念）

　　不当な差別的言動のない社会の実現　

　（第６条　教育の充実）

〇　小学校や中学校での学びを踏まえて、 ヘイ

トスピーチ解消法の意義や背景について問う

ことで、 ヘイトスピーチ解消法が目指す社会

はどんな社会だったか確認する。

※　小学校や中学校の学習展開例のページを参

考に学びを振り返ると効果的である。

※　ヘイトスピーチ解消法の前文、 第 1 条、 第

3 条、第 6 条について簡単に紹介してもよい。

５

４　　ヘイトスピーチ解消法を踏まえて、 どう行

動するかを考える。

（１） 自分にできることは何か個人で考える。

（２） グループで交流する。

　   「すぐにできること」、 「一人でできること」、

「長期的に取り組んでいくこと」、 「たくさんの

人と協力して可能になること」 の視点で分類

し、 付箋に記入したものを座標軸に貼る。

（３） 全体で共有する。

（自分の課題ともかかわること）

・ 偏見をなくし、 人を見た目や国籍だけで判

断しない

・ 見てみぬふりをしない

・ 正しい知識を身に付け、 誤った情報に流さ

れない

（広く世の中全体につながること）

・ 偏見をなくす

・ 人の見た目や国籍で全てを判断しない

・ 他人が傷つくことは言わない

・ 相手のことを考えて行動する

〇　個人で考えさせる際には、 全体でヘイトスピ

ーチ解消法の理念を再確認したあと、 学習活

動２の当事者の事例で下線を引いたことなど

にもふれ、 差別を解消するために、 自分がど

う行動できるか具体的に考えさせる。

〇　グループ交流の際は、 相手の意見に対して

承認、 傾聴、 守秘を守って行うように留意し、

自分とは違った意見が出た場合も、 無理に合

意形成をせず、 それぞれが考えた位置に貼る

ように指示する。

※　グループで交流する際に、 自分の生活を振

り返りながら意見をしている生徒に対しては、

はげましたり、 声掛けしたりすることで、 「小

さなことからでもよいから変えていけること」

や 「きっかけは自分のすぐ身近にたくさんあ

ること」 に気付かせる。

〇　全体で共有する際は、 生徒の記入した意見

を、 「自分の課題ともかかわること」、 「広く

世の中全体につながること」 という視点で発

表させる。

※　広く世の中全体につながることについての

考えを共有することで、 「外国の人のために」

や 「自分ではない誰か少数派の人達のため

に」 ではなく、 自分自身にとっても、 もっと

住みやすい、 自分らしくありのままで生きら

れる社会につながることに気付かせる。

※　教職員の言動によって、 児童生徒の間に新

たな差別や偏見を生み出さないよう留意す

る。
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５　本時学習を振り返る。

　自分の責任ではない理由で、 排除されたり

しない、 幸せに暮らす権利を奪われたりする

ことがない社会にするために行動することの

大切さについて、生徒の感想をもとに伝える。

○　授業を実施するに当たっては、 ただ単に差

別の実態を伝えるのではなく、 「差別はなく

していける」 という希望と、 「自分たちには、

よりよい社会にしていく力がある」 という生

徒自身の気付きにつながる授業となるよう留

意する。

８

たくさんの人と協力して可能になること

すぐにできること
長期的に
取り組んでいくこと

一人でできること

第
２
章
（
外
国
人
の
人
権
）

－ 64 －


